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〔報  告〕
1。 アウシュヴィッツ・ビルケナウ強制絶滅収容
所(2017.3。 19)/シ ンドラー博物館(2017.3.21)
「私はこれまで,ア ウシュヴィッツ駅でおこな
われた最初の選別の際に起 こったことについて公
表をさしひかえてきた。それはほんのちょっとし
たことなのだが,それを公表 しなかった理由は ,
あれはもしか したら自分の思い込みだったのでは
ないか, と今日まで確信が持てなかったか らであ
る (フ ランクル ,1998)」 と,精神科医であ リロ
ゴテ ラピー創始者 のFranklは ,強制絶滅収容所
からの生還 を果た し,余命いくば くもない状況の
中で記 した回想録の中で,そ う述べている。「解
離」の症状を思わせ る言葉である。「異常な状況
においては,異常な反応がまさに正常な行動であ
る。精神医学者 としてもわれわれは一人の人間が
より正常であればあるほど′。それだけ一層,彼は
彼がある異常な状況に陥ったとい う事実に対 して
異常に反応す るものである」 とい うフランクル
(1956)の言葉にもあらわれている。
以下,「夜 と霧」 (フ ランクル,1956)を引用
しなが ら,筆者 らが今回見聞きした事実を述べて
みる。
売店のガイ ドブ ックには,「場の尊厳にふ さわ
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和文要旨
筆者らは,平成26年度～平成28年度科学研究費助成事業 (学術研究助成基金助成金)基盤研究
(C)[研究代表者 餅原尚子,研究分担者 久留一郎]「惨事体験 。日撃のス トレス (PTSD_,CIS)
と感情労働に関する臨床心理学的研究」により,_ポーラン ド,オース トリアにおけるPTSD(心的
外傷後ス トレス障害),CIS(惨事ス トレス)に関する調査・研究を行った。特に,ア ウシュヴィッ
ツ・ ビルケナウ強制絶滅収容所を皮切 りに,その後,生還した人々がどのように生き,あの忌ま
わしい出来事を体験 しながら,国や街がどのような人間観の中で,人々の心の灯を支え, ともし
続けているのか,わずか一週間 (平成29年 3月 18日 ～26日 )の 出張であったが,感得 したことを
報告する。
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しい服でお越 しください」と書かれてあった。髪
の毛の撮影もご遠慮ください, とあらかじめ伝え
られ,尊厳ある心をもって, というメッセージを
感 じた。
アウシュヴィッツ (元々の地名はオスヴィエン
チム)は,戦争前にはポーラン ド以外の国ではほ
とんど知られていない小さな町だったという。こ
のアウシュヴィッツの収容所にとって,最も不幸
だったのは,その地理的状況であった。平らな盆
地の底にあり,一連の澱んだ池に取り巻かれてお
り,そのため湿気が多く,悪臭に満ち,疫病をか
もす地であった。霧の多い泥炭地であることから,
この周囲に人々は住んでいなかった。
アウシュヴィッツ・ ビルケナ ウ強制絶滅収容所
では,周囲に知 られないよう,カ モフラージュが
なされていた。“収容所の音楽隊 (収容 されてい
る人々で編成)"を作 り,収容 されている人々の
行進の規律を向上 させた り, 日曜 日は親衛隊のた
めに演奏 させた り,“残虐な音"を音楽でカモフ
ラー ジュ していた。 収容 された人々に とっては
「孤立無援」の状況にさらされていた。
ビルケナウの引き込み線で,作業に適した人は
アウシュヴィッツかビルケナウの収容所に連れて
いかれた。ガス室に向かった人 (高齢者,病者 ,
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障害者,妊婦や子 どもなど)は,地下の脱衣室ヘ
導かれ,自 分の持ち物に名前を書いてお くように
言われた (持ち物が自分に返ってくることはなかっ
た )。 死の恐怖か らのパニ ックを生 じさせない よ
うに人々を編 し,民を除くとい:う 理由で,扉には
“消毒室"と 書かれたガス室に入れられた人々は
1度 に250人ほどが 「チクロンB」 とい うガスで殺
された。 亡くなるのに10分はかからなかったと
い う。 ご遺体は,他の収容 された人々によって
(親衛隊の命令),穴の中でパラフィンをしみ込ま
せた布で火がつけられ,焼かれた。焼かれる前に,
金歯や指輪が奪取された。骨は打ち砕かれ,川ヘ
投げ込まれたとい う。
アウシュヴィッツのノ入り口には, ``ARBEIT
MACHT FREr'と 書かれていたが,実際は 「こ
こから決して自由世界に帰ることはできない」と
い うことを心に植えつけ,絶望状態に陥れるもの
だった。食事はスポンジのようなパンと:泥水の
ようなコーヒー,腐った野菜スープ。絶滅への道
は徹底されていた。
しかしFranklに とって収容所は,「恐ろしい周
囲の世界から精神の自由と内的なゆたかさへと逃
れる自由が開かれていた場所でもあったとい う。
つまり繊細な性質の人間が,頑丈な身体の人々よ
りも収容所生活をよりよく耐えたとい うパラ ドッ
クスがあったのだ。
過去の人々の肉眼を借 りて,過去を追体験 し,
真実を知る,と い う歴史自身のもつ本質は変わら
ないはずもない。過去を知ることは,同時に現在
を学ぶことでもある, とい う歴史の本質を見失わ
ないことが大切である (犬塚,2015)。 われわれ
は絶えず,歴史の本質を心に亥」み, 自由な未来に
向かっていきたい。
2.ポーランド:被害者支援システム(2017。 3.20。 )
犯罪被害者支援組織について,法務省家事未成
年者局局長 Mikolaj Pawlak氏 より紹介があっ
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たりするなど,で きることをしている。 さらに,
す繕 に関す る美日識 を広 }ザ ス ル ι t、 怒 め  人か 巳力
けるための方法をいろいろ考えるといった気質が
もともとあったという。
ポーランドの被害者支援はまだ始まったばかり
である。多くの被害者は直接,警察署へ行き,情
報をもらっているのが現状。心理学的支援の領域
はこれからますます進んでいくと述べられた。ポー
ラン ドではブ2009年γ2012年にかけて,被害者
支援の基金が設立された。この基金は支払い命令
により,犯罪者が支払 うことになっている。 これ
には罰金も含まれ,約 60%が被害者へ分害」支払
いされている。
被害者支援は,心理的支援,プラス,法律から
の支援が基本。必要に応 じて他の支援も可能であ
るとい|う も住居人の支援だけでなく,食事の支援 ,
子どもへの支援も行っている。また,身体障害者
になってしまった場合,車いす,アパー トなどの
支援も可能で,電話やホームペ■ジからでも様々
な支援機関にアクセスできるという。
SUBVENIS VICTIMA(ポ ーランド被害者支
援協会会長 Tomasz Pioch6宙 ak氏 より)の 中
心は,「被害者」`に あるとい う。つまり,被害に
遭 う前に戻すことが重要であるも したがうて,心
理学者の仕事が中心になっている。ホームページ
は,一般の人もアクセスできるように,多言語を
使用している。ここでは法務省から予算が出され
ているということだった。
Krakow社会組織フォーラムKRAFOS(理事長
Danuta Noszka… Lesniewska氏 より)では, 高
齢者,家族,貧困者,身体障碍者等社会保障の支
援,特に金銭の支援を主にしている。タラクフで
は約50%の市民がそれを受けている。
さらに,社会的支援だけでなく,警察による支
援,教育的支援,健康への支援,アルコール依存
への支援など;PSW,警 察官,教師,心理士な
F'   
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どがかかわっている。さらに,被害者支援だけで
なく,力目害者の支援に対 しても務めている。
2016年か らは,ブルーカー ド (特別在留労働許
可証)の手続 きに3000名 来所 した。 これは人身
売買を防 ぐことにもなっている。
また,危機介入のセ ンター もあ り,誰 もが24
時間いつでも,心理士,法律の支援を得ることが
できる。 これは無料のサー ビスである。被害前の
状態に戻す ことを目的 としてお り,多 くのボラン
ティアで成 り立っている。
Szczecin家族SOS協会では,警察との協力体制
を強化 していた。匿名で連絡す ることができる。
また,携帯電話用のアプ リもある。2015年に ,
12歳の女児が行方不明になった際も,警察が入っ
ていることは伏せて (背景では心理士の助言を受
けながら),村全体でサポー トしていた。今年3
月に12歳女児が誘拐 された事件では,子 どもと
家族への心理支援を継続 し,二次被害防止にも努
めている。他国でテロの被害に遭ったポーランド
人への支援,交通事故の被害者への支援も行って
いる。特に, 自殺の可能性を考慮し,心理士によ
る支援を継続 している。また,即時対応はPTSD
を防ぐことにもなる, とのことだった。
最後に,専門家間の協働 について,AGAPE
(Lubinカ トリック支援必要者協会)よ り,弁護
士と心理士を繋ぐことを重視 していることが報告
された。心理士に繋ぐことで , 解決のモチベーショ
ンが高まるとい う。また,被害者も弁護士だけで
なく,心理士のア ドバイスを求めているという。
カ リタス・キェルツェには,DVの被害者のセン
ター,危機介入センターがある。支援は無料で提
供 し,資金は法務省から得ている。心理士や弁護
士が中心になり,心理支援,医療的支援 (薬,受
診料),生活支援 (食料品,服,石鹸など),燃料 ,
水,交通料金など提供 している。また,数か所の
アパー トも保有しているとい う。自治体も民間と
とらえ,連携 しながら支援を継続 している。
3.オーストリア・ウィーン
(1)Weisser Ring (2017。 3.22.)
Weisser Ringの 副会長 (現役の警察官)か ら,
警察による被害者支援について紹介 された。警察
では,被害者支援,女 性の安全を重視 していると
い う。「この街 にいて安心」 と思えることは,特
に女性にとっては大切なことである。街はきれい
に整えられてお り,何かあれば,す ぐに警察官が
来てくれる。犯罪防止を重視 し,交通機関との連
携をし,警察の関与の必要性の把握を絶えず行っ
てい るc犯 罪 が発 生 しやす い ところを重点 に
1000台 の監視カメラ,テ レビを設置 し,警 らも
こまめに実施 している。 ウィーン中央駅には,監
視 コン トロール室があ り,全力所確認できるよう
になっている。危険性 を伴 うイベン ト,デモなど
に巻き込まれないよう,絶えずチェックしている。
それでも犯罪が発生 した ら迅速に対応 している。
い ツつで 1、 市 熙 危 険 を威 じ ブ■ 伊^、 I甲 土;鼻、} 出 動 し 針が
策 を市民 とともに考 えてい る∩ また,被害に遭い
やすい人 (女性など)へは,不審者に出会った際
の自己防衛策を啓発 している。
最近は家宅侵入や路上荒らしは減少 したが;暴
力事件,女性への犯罪が増えている。制服警官の
みならず,私服警官も対応できるようにしている。
また,強盗や性的犯罪が発生した際,警察官は,
「警察として何ができるか」 とい う視点で被害者
に被害状況を聞くようにし,犯人逮捕のための情
報_を堅塞し,」二重堅狙生̈旦二」&1三二塁:二〕≦:塑:■並:亘:宣:墨
上た上工二塾盟塗壁豊Lと上 :ヨI型:塾i堂亜L二≦菫L
提供するようにしている。
現場検証はせず (現場か らす ぐ離す),別の場
所 で事 清聴 取 を してい る。裁判 では Weisser
Ringの スタ ッフが付 き添って くれ る。犯人逮捕
に至った際の面通 しは,直接対面でなくWeisser
Ringの 支援者に付き添ってもらい,ガラ不越 し
に確認できるようにしている。警察がす
Ilyl豊」LDilQ`|…_1日Lil童lillttL21二 IIIl主_う という。   ｀
豊:塞重整]:二」l墜墨壺L旦:堅憂2全員になり,被害
者支援への理解を得るようにしている。また,警
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察どWeisseLttin&合 同のセミナ‐も開催 してい
る。特に,街をよりよくするにはどうすばよいの
かを話 し合い,協働,コ ミュニケーションを大切
にしている。
スタッフのメンタルヘルスについて,養成教育
を重視 してお り,仕事を通 してス トレスマネジメ
ン トを培 うようにしている。メンタルヘルス不全
に陥った際は,専門家に依頼している。警察官の
をかけるなど,ハー ドな状況を模擬体験するなど
の訓練をしている。これは上級の警察官対象で,
年 3回実施 しているとい う。
次にWeisser Ringの スタッフより,そのシス
テムについて紹介があった。このⅡeissett Ri⊇豊
1上_三∠|三昼2璽|二十∬型堕塁墨生≧盤旦墜壁盤である。
1978年 にボランティアから始まり,判事が作っ
たものである。
Weisser Ringは被害直後にコンタク トがあっ
てから介入にはいっている。心理社会的サポー ト,
法的支援,損害賠償請求をしたりしている。現在 ,
施設で暮らす子どもへの性的虐待が問題になって
おり,政府 とかけあっているところである。
理事会は,それぞれの組織 (警察官,弁護士 ,
判事,学会,心理士等)の代表者からなり,こ の
システムをより良いものにするため,9つ の州に
設置されている。
NGOで あるため,運営資金は寄付によるもの
である。対象者は成人の犯罪被害者 (DVは含ま
ず,他人からの被害)であり,子 どもの場合は,
しかるべき組織に提供 している。ただし,子 ども
時代の被害 (過去の保 障 ) へ の 芝樗 。経済的余裕
のない被害者への支援もしている。心理士がアセ
スメン トし,exective committeeで 審査するシ
ステムになっている。また,刑務所内での暴力に
法的手続きに関する相談 (賠償請求額など),
心理的相談 (再被害への恐怖,罪責感,加害者ヘ
の怒 りの感情など)も 受けている。 しかし,実際
にはWeisser Ringに 関与 しない被害者も多い。
できるだけ, 自ら連絡できるよう,三竺壁間体制
の無料電話相談 (昼間は心理士 夜 間 は 弁護 士対
応)を実施 している。メールやウェブサイ トから
の問い合わせもある。連絡してきた場合は,事件
日 (詳細は不要),氏名 0住所,電話番号等の同
意書にサインを してもらい,そ こでは じめて
Weisser Ringに つながることになる。氏生_・ 住
、法務省 か らの資金 はな
マスコミヘの対応はできない,と初めから伝え
るが,本人がマスコミに出たい,と 言った場合は,
止めるようにしている。
何が起きたのか, どんなものが必要なのかの心
理社会的カウンセ リングは行 うが,心理療法はせ
ず,必要があれば専門家を紹介している。
裁判について法廷でのあり方など,心理教育も
実施 している。少額だが,Weisser Ringか ら110
ユー ロの支援金を提供 している。Emergency
call(心理教育,危機介入が中心)は,塗務.省 か
ら資金提供をもらっている。
また,法的支援がある。これは被害者の権利 と
して,法的手続きの中の条項に明記 されている
(10年前より)。 これは,子 どものプロテク ト・
センターが拡大したものである。例えば,親から
虐 緯 か 呼 }十 シ 鰈 谷  子 ガ せ、λ十≡T舌キ ス 以 亜 は ナさど
「イ可か言いたいことがありますか ?|と い う質問
に限 られるとい う。そのため,他組織 との連携 を
重視 し,信頼関係を大切にするため,地方裁判所
で,円卓会議を開催 している。 これは法務省 との
契約で成 り立ってお り, ソーシャルワーカーや心
理士な どが8日 半の トレーニングを受けている。
この支援にかかわる謝金は法務省か ら支払われて
いる。
遺族 (― 親等)か らもサー ビスを要求すること
ができるし,14歳 以下の被害者は,支援 を強制
CIS (Critical lncident Stress)文十策 として 薇 |
えば,凄惨な情報を与え,ス トレスがかかった架
空の状態をつくり, どうしたらよいか,誰を頼る
か,な ど経験者同席のもと,訓練 している。凄′1参  所を言いたくない場合は
な現場を見た後のケア・予防については,例 えば ,
ある部屋に武器 を持って入 り,ペ ッパースプレー 名前を伏せた状態で依頼 している。
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関する支援 もしている。
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的に受けられる (経費は昨年で100万 ユーロ)3
裁判に際しては,法的流れ,役割,判事の要望 ,
法廷の席次,裁判官の服など,1青報提供をしてい
る (「 法廷での ミリー」とい う本を見せた りする)c
証言を求められ,虚偽の証言をすると罰せ られ る
とい うと,恐怖心がわ くため,「 これは単なる形
式」 とい う言葉を添えると安心するとい う。被害
者 自身のエンパワメン トを作るのが 目的である。
制限時間はない し,休憩を求めてもよい (喫煙 と
飲食は禁止 )。 わか らないことは聞いてもよい し,
「覚えていません」 と言ってもよい,な ど楽な表
現でよいことを伝えているЭ被害者の権利があり,
別室での証言 も可能である。また , プライベー ト
な内容が出る場合 は 人を退席 させ ることが
合 ,5音 審 員の半数 に ソー trr)v"7v7sy
ワ ン ス トップ ・ セ ン タ ー と して , Victim  シ ョン (孝交師、心理士など)がいなければならな
Support Hel (0800 112 1_12) がある。DVの キ/｀ヽ^ 1生 白勺 犯 罪 は,1人 は男性 でなければな の 場 合
場合, 自動的に力目害者情報が伝えられるし,CPS
を装着するようにすることが可能であるc
ならないっといった無 というわ|す にはいかな
できる。
また,15年前,父親が娘を地下室に閉 じ込め ,
虐待 したとい う事件では,被害者は 「新 しい名前」
を得ることができた。 これには法廷 との完璧な連
携が必要である.ま た,刑事裁判で賠償を求める
ことができるし,別に民事裁判をすることもでき
る。
(2)ウ ィー ン地方裁判所 侃 egional Criminal
Court of l″ienna)(2017.3.22.)
180年前に建て られた裁判所 (80人 の裁判官の
うち60%は女性裁判官)で あ り,と て も美 しい
法廷 (傍聴席 150席 とい うオー ス トリア最大規模 )
を見ることができた。被告人出入 り国と,原告・
証 人出入 り口 (待合室から出 :入 り可能)が分かれ
ていた。 1800年 代か ら, このよ うな配慮がな さ
れていることに驚いた。
裁判所 内にはVictim SuppOrt Helpline(0800
112112)の ポスターが掲示 されていた。裁判所
内に拘置所があ り,建物の3～ 4階は検事室があっ
た。
所長より,裁判に関する紹介をしていただいた。
重大な犯罪は陪審制 (12名 参加)で裁判する
ことになっているが,判決は有罪か無罪かを決め
るだけでその理由を提示する必要はない, という
点で,現在問題になっているという。陪審制開始
当初は刑事訴訟の25%が 陪審制にかけられてい
たが,その時も理由説明がなかった。次第に陪審
員の能力に対する信頼が薄れ,現在では陪審制が
とられるのは,わずか1%(殺人,重要犯罪のみ)
になってしまった。多くは裁判官一人で判決する
ようになった。
昨年, ある男が章で大衆に突っ込み, 10人 死
亡,約 100人が重軽傷を負った。精神科医の精神
鑑定により責任能力な し、となったが,神経内科
医の精神鑑定では責任能力あり,と なった。メディ
アは厳罰を望んでいたが,多数決で評決する陪審
制では,責任能力なし, となったため,ますます
陪審制廃止の動きが強くなった。
陪審員は,事件1職業,注別に関係なく,ラ ン
ダムに選出されるc14歳未満の少年カミ被告の場
いこともあるとい う。同席 していたある裁判官は ,
陪審員になるσ)を嫌がる人はいるが,ASD(急
性ス トレス障害)な どのショックを受けた とい う
例はきいたことがない, とのことだった。つまり
検事や判事は,法律以外にもソーシャル・インテ
リジェンスを求め られているので,それは問題
にな らない, と (ウ ィー ン医科大学のThOmas
Wenzel医師・教授は,陪審員が トラウマを被 る
ことはある。被害者支援に関する講義で伝えてお
く,と のことだったが)。
被害者支援に関して,あ らかじめ,心理士によ
るカウンセ リ
ヽ /力 く`
/′ / 場 而 々録画 し,それを法廷で放
映することも可能であるとい う。氏名は法廷で公
開 しても,住所は非公開にすることもある。また ,
これか らの人生の障害になる場合は,新 しいアイ
‐
万 い
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の負担で受けることができる。DVに よる女性ヘ
の支援制度もあるとい う。
証人に対する配慮として,被告に対 して顔を出
さなくてもかまわない (陪審員,裁判官には顔を
見せないといけない)。 さらに,人生に対する大
きな圧力が証明されれば, 日撃者 (証人)は名前
を公開しなくてもよい, とのことだった。
保護観察制度 もあ り,被害者は加害者の }青報を
得 ることができる。 ソーシャルネ ッ トワークがあ
り,保護観察期間が5～ 10年。
再犯 について,精神障害がない人では35～ 40
%。 精神障害者は1.5%。 しか し,メ デ ィアは責
任者探 しをしたがる傾向にある。
ドイツの場合,出所 させ られない者の場合,ベ
ル リン北部の湖畔近 くの施設 に入 ることがある
(小 さな贅沢 )。 出所するよりよい し (市民にとっ
て安全,安心),ハイ・セキュ リティの刑務所 を
経営するより,低価格で収容できる, とい う方法
をとっている。
また,犯罪 をす る前に予防できるよ う,(精神
障害の有無にかかわらず)自 傷他害がある際は ,
入院 させるようにしている。 しか し,病院は医師
不足。繰 り返 し犯罪に至ることもある。州の予算
も不足 している。医療刑務所で対応するのではな
く,精神科病院で予防できるように してほしい ,
との意見もあるとい う。
(3)ウ ィーン医科大学 (Medical University of
Vienna)(2017。 3。 23.)
1365年 に設立 された ウィー ン大学医学部 を継
承 した世界最古の医科大学の一つである (ドイツ
語圏では最古 )。 今回は,2000年以来,2回 目の
訪間であった。
まず,精神科主任教授 より,以下のような紹介
がなされた。
精神科では,精神科医がPsychotherapyを 担当
す る。心理士は,Psychotherapyと 心理検査 (主
に心理検査)を担当している。 白衣を着けていな
いのが心理士である:受ける トレーニングは,医
師も心理士 も同じである。 ラテン語のポスターに
は , 「治療 してPsychotheraЮvを しなさい (精神
的安 らぎを与えなさい)」 と書かれているの過去
に,第 22回 日本医学会総会で 「病気の治療だけ
でなく,病気を持った人間を治療することが大切」
と掲げられていたのを思い出す。
さらに ``Ⅳhnd 】:neets and Genes" L
いい,Psychotherapyは ,脳や遺伝子に働 きかけ
ることができるとい う視点も紹介された。ロジャー
・スペ リーの 「融合す る心 と脳 (誠信書房 )」 ,
PsychO―Onch010gyの概念が脳裏に浮かんだ。
精神障害の場合,それを分析 (精神分析)する
と悪化す ることがある。Freudは ,過去を重視 し
解釈す るが,Franklは ,未来志向的。現在 , こ
の大学には,Freud派 ,Frankl派 ,認知行動療法
(CBT)派の3つ がある。
本精神科ではこれまで,ア ウシュヴィッツ・ビ
ルケナ ウ絶滅収容所に収容 された2～300人 を診
てきた。「統合失調症」 と診断 され ると殺 され る
ため,「 Personahtyの 問題」 と診断 して救ってき
た。解放後は,収容 されていた人々のケアを行っ
てきた。まず,給付金を得 られるよう,PTSDの
診断・アセスメン トをした (PTSDは 1980年以前
は全 く認知 されていなかったが)。
あるクライアン トの兄が毒殺 されたため,服薬
が怖 くてそれを拒否 した人がいた。兄が死ぬとき,
叫び声が聞こえ, とても怖かったとい う。 しかし,
新 しい こ とを見 出せ る よ う, ロ ゴテ ラ ピー
(Franklの 実存分析)を 実施 した。世の中には ,
モンスターばか りではない,未来にはあなたを待っ
ている何かがある, とい うことを伝え,回復 した
人がいた。
別の例では,ハ ンガ リー国籍のユダヤ人女性が
戦争中,農家の地下に隠れ ることができ,収容 さ
れずに済んだ。戦後,カ トリックの男性 (外交官 )
と結婚 したが,そ の男性 は70歳で亡 くなって し
まった。その後, ウィーンヘ移住 したとたんリフ
ラッシュバ ックが起き,PTSDを発症 して しまっ
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た。つらい出来事を抑圧していたことがわかった。
新 しい環境を作っても,70歳を過ぎても抑圧 し
ていると蘇ってくることを悟った。また,宗教色
が濃いと,自 責の念を強めてしまうし,根掘 り葉
掘 り聞くことはよくないことも学んだ (筆者は無
宗教であるが,こ れまでの臨床経験から,宗教の
有無とい うより, 自他を大切にする人ほどPTSD
になりやすいという印象をもっている)。
次に,迫害・拷間によるPTSDの研究,臨床の
エキスパー ト,Dr.Thomas・ Wezel教授より,臨
床・研究内容について紹介いただいた。
PTSDに は二つのタイプがあり,国 。文化・時
代によるPTSDと , どの人にも表れるPTSD(生
物学的反応 )が ある。 後者 のEvolutionary
Psychology(進 化 心理 学 )で は , PTSDは
“normal reaction"と とらえる。患者 さんの多
くは 「気がふれるのでは ?」 という不安がみられ
るが,これは当たり前の反応であることを伝える
ことが大切である。
PTSDの概念は新しいが,昔から症状はあった。
南北 )キ,すを争の手紙でも,ス トレスの強度が強く,ス
トレスの持続時間が長いと,障害として表れてい
た。 しかし,惨事に遭ったにもかかわらず,偏見
をもたれやすかった。偏見を消し,PTSDの概念
を受け入れてもらうのに時間を要した。北京では,
PTSDは大したことはない, と言われていたが ,
地震が発生し,PTSDに接することになった。
PTSDの引き金になる要因の一つに法廷がある。
PTSDの ことを裁判官に説明しなければならない。
自分が被害に遭 うのと目撃では,当事者ほど症状
は重い。母親が脅迫されれば,子 どもが殺される
のでは ?と いう思いが恐怖になる。シリアで拷問
を受 けたクライアン トを心配 していた家族が
PTSDに かかっていた。 自責の念がPTSD症状を
あおってしまい,治療も受けなかったというクラ
イアン トもいた。
つまり,事件そのものよりも,その後の状況が
PTSDに なることが多く だか らこそ,被害者支
援が重要になってくる。
裁判官のフレームワーク本には,“裁判官は配
ポーランド・クラクフ/オース トリア・ウィーンにおけるトラウマ 0ケアの現状 餅原尚子・久留一郎
慮を持って接 しなさい"と 再 トラウマを禁ずるこ
とが述べられれている。法廷は加害者がいるし,
ス トレスのかかるところである。そのため,無料
ニェ登生 Q壁望旦 盆重土立LヒL【
=賠
償金を犯罪者
からせ しめ,政府の責任として,被害者にお金が
支払われる。最近は証 人 に もそのようなシステム
をとろうとしている。
PTSDに 「回避」という症状があるが, これに
対 して,「 もう危険なことはない」とい うことを
大切にしている。
子どもに対しては 「幼児保護」という病棟があ
る。まず,「風邪」 とい うことで入院させている
(虐待者から離れさせるため)。 その際,状況の記
録が大切になる。この記録にはスタンダー ドな書
式がある。この記録に対して捜査が開始される。
戦争による傷害に対しても国連が出している基準
がある。これは虐待や戦争だけでなく,被害者支
援に共通するものもある。
肉体的傷を目の当たりにする医師には,精神科
医や心理士が立ち会い , 写真を撮 ることを重要視
している。例えば,血 は2週 間経過す ると消失
するが,心菫艶衝撃_昼鐘堅二重巡整髪■
法廷で問題になるのが,解離症状。話 している
内容に食い違いが生じるのは普通のこと。克明に
覚えている人もいれば,覚えていない人もいる。
虚言でないと理解する必要がある。 したがって,
陳述内容を録画し,裁判に提出することもある。
拷間による自白は無効である (年に2,3件ある)。
可視化はしなければならない。加害者が被害者に
なることもある。犯罪者への予防モニターがあ り,
医師や心理士は記録をしなければならず (世界の
医学協会によるフレームワーク そ の記録 をし
ないと資格をはく奪されるとい う。
医師自身もトラウマを被ることがある。疲弊し
たり,家庭内 トラブルが生じることもある。戦争
被害者のサポー トセンターの心理士などは,休暇
をとるなど,ケアをしている。
警察官や消防署職員もトラウマを被る。特に不
眠になりやすくアルコールに依存 しやすくなる。
クライエントの家族も影響を受ける。イライラ
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して,些細なことで怒ったり。そうすると子ども
は自分を責めてしまう。 したがって,家族へも状
況を説明す る必要がある。子 どもの場合は ,
School Psychologistに 伝えるようにしている。
何年経過 してもPTSDになることがあることを心
にとめておかねばならない。
(4)NEUSTART(2017.3.23。 )
1957年 に設立 した非営利組織である。政府機
関ではないので,広報活動を行っている。専門家
583人 ,1008人がボランティアである。スタッフ
は,ソ ーシャル ワーカーが多 く,ス ーパー ヴィ
ジ ョンを受 けた り,心理士か らのコンサルテー
ションを受けた りしている。法務省のバ ックァッ
プがある。 予算 は4100万 ユー‐口。 その結果 ,
ウィーンは安全な街になった。
1950年代,戦争で建物が多数壊 され , 男性は
戦争か ら帰って来ない状況で,親なし子は, 大き
な問題に直面 した。教護院もあったが,価値観が
喪失 し,犯罪が多発 した。お金 もなく,反乱が起
きたしそれを鎮圧するため,警察官のみならず ,
軍隊も加わった。
それがNEUSTARの 始ま りである。
教護院に心理士がいたが, その とき,|~こ の子
たちを閉じ込めるだけでは役に立たない。新 しい
価値を見出さねばならない」とい うことに至った(〕
この青少年犯罪か ら始まったのがNEUSTARTで
ある。 スローガンは,“罰す るより手助けを しな
さい"。
1990年 代になると,安全,保安を保つような
支援を重視するようになった。犯罪性がないよう
にするのが目標である。
重視 しているのが保護観察cすると70%は再
犯 しなくなった。GPS装置を腕に着けているも
のが1102名 お り,再犯率は7%と 低 くなった L」」0 出
所者の うち,3727名 がカ ウンセ リングを受 けて
いる。
さらに,加害者一被害者が仲直 りするのを仲裁
もしている。74%は成功 し,3年後の調査では ,
89%が 再犯 していない。また,180時 間無償のコ
ミュニティ 。サー ビス (公共奉仕)を させた りも
している。オース トリアには保護観察所はなく,
法務省か ら委託 され,法務省の依頼で活動を開始
している。
NEUSTARTは ,riskと needを 見極めることが
大切 (見分ける質問紙 もある)。 再犯 を防 ぐこと
は,再被害を防 ぐことになるc人々の将来を確保
し
~Cい
のが大きな役割。
被害者支援も実施 している。特に, 二次被害を
防 ぐため , 加害者 との調停 “TATAUSGLEICH
(犯罪の補償)",そのことへの賠償,公判中の被
害者支援などである。
調停は, |ヽ レーニングを受けた人の判断により,
加害者 と被害者を同じテーブルで行 う。つま り,
対立ではなく,共存の基礎 を作っ てい くものであ
る。 これは,力目害者が罪をみ とめ,́賠償の意志が
あ り,力目害者のみならず被害者が会いたいとい う
ときに限る。ただ,隣人問題は,調停後 も隣家 ど
うしであるし,職場や学校の人間関係だと難 しい.
調停では “Mediation Talk(仲 介 トーク)"を行っ
ているり調停前に “Single Talk"を し (そ れぞ
れ 1時間),被害者 ,力目害者それぞれのニーズを
把握 し,双方の話 し合いの場を設けるようにして
いるc)ただ し,力日害者の側に,“心か らの謝罪
)'
が /4ミ い と難 しい。また,双方が夕言いたい、「 とを
言えるとい うことが大切である。被害者は,「
~自
分の気持ちをしっか り聞いてほしい」「なぜ , 自
分が こんな 目に合 ったのか,相手にききたい」
「これで終わ りに したい」 と思った ときに調停 を
行 うように し
~⊂
いる。 こσ)(`説ngle Talk'夕 には ,
圏着 した被害意識からエンパ ワメン トを促す効果
があり,被害者のニーーズを引き出すことができるc
被害者にPTSD症状があれば実施 しない (PTSD
の診断がある場合は,法的ケアと心理的サポー ト
を受けられるc被害者が信頼できる人を指名 し,
付き添ってもらうことも可能 )。 加害者 にはrisk
assessmentを 警察で実施 してから家庭に戻すよ
一- 10 -一―
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うにしている。 この調停を行 うことで,力日害者
に犯罪歴がつかず,被害者 も賠償を得 られ,過去
から自由になることができる。調停を受けた人の
75%が ,再び調停を受けたいと述べている。特
に,法廷に持ち込みたくない, という場合に有効
である。
ただ,DVの場合の調停は,賛否両論ある。DV
の場合,加害者は刑務所に入るが,刑務所入所
だけでは変化は得 られないため , 「対 暴 セ ラ
ピー」を実施 したり,観察機関で観察している。
ニュージーラン ドか ら導入 した,“ Social Net
Conおrencing(SNC)"が あり,保護観察の一貫
として実施 している。例えば,妄想のある統合失
調症者が殺人未遂事件を起こしたが,服薬を拒否
しているとい うケースがあった。裁判官は公判前
に,SNCを してほ しい と,家族や専門家ヘ コー
ディネーションを依頼 した。受刑せずに生活でき
る方法は何か,将来の計画を家族で考え,その結
果をNEUSTARTに 提示 して くれた。 これには ,
被害者の意見 を含む必要があった。被害者 は ,
「刑務所に入 らな くてもいいか ら,遠 くに行って
ほしい」 とのことだった。1週間後に公判があ り,
これ らの経緯 を陪審員に提示 した。判決は,「 こ
れは殺人行為ではなく,精神障害による結果であ
り,受刑は不要。通常は医療刑務所であるが,そ
れ も不要」 とい う結果だった。
以上のような活動をするためのNEUSTARTの
専 門性 として,二次被 害 を防 ぐこ と,そ して
PTSDを見抜く能力を養 う,他の組織 とうまく協
働 できるスキル .risk ができるかど
うか,な どを重視 している。
(5)フ ランクル博物館 (2017324。 )
Franklは ,“ 119104と い う囚人番号"をつけ
られ,徹底した絶滅を目的に, 自由をはく奪され ,
愚弄 (ぐ ろう)さ れ,愛する家族と余儀なく別離
を強制され,絶望の世界へと追い込まれた強制絶
滅収容所から生還 した。「罪 と罰」を書いた ドス
トエフスキーは,「人間は どんなことにも慣れて
しま う動物」 と言ったが, ヒッ トラーやその親衛
隊が人をモノ扱いするとい う感覚を目の当た りに
し,実感 した。一方では,極悪非道な収容所の中
でも健康 を保てた (長 くは続かなかったが), と
い う事実 は,そ の こ とを証 明す るよ うだ った
(Franklも そのよ うに述べていた )。 ナチス・ ド
イツが第二次世界大戦中に組織的に行った大虐殺
(ホ ロコース ト)を 目の当た りに したFranklは ,
人間は何を 「選択」するかを,問 うていた。つま
り,人間には 「権力を得るためには手段を選ばな
い選択」「自分を守 るために悪に服従す る選択」
「“生 きる理 由があれば, どんな事態にも耐え ら
れ る (ニーチェ)"に いわれ るような生 きる意味
への志向,よ り豊かに生きようとする選択」など,
自分の生き方には様々な選択がある。極限状況の
収容所の中で,優 しい言葉をかけた り,一片のパ
ンを与えていた人々もいた とい う。
また,Franklは 収容所体験を通 して,「 どんな
苦 })%に も意味がある」 と述べ,「苦脳する人間は ,
どんなにひ どい失敗や挫折にあってもなお,そ の
ことに意味を見出す ことができれば自己を成就す
る こ とが で き る」 と言 った (フ ラ ン クル ,
2004)。 彼は,苦悩を人間的な業績に変えてい く
責任 と意味への意志の 「選択」を重視 していた。
あるときFranklは絶望の淵にある人へ,未来
に 目を向け,生 きている限 り,「誰かがあなたを
待っている」, 自分が未来の何かに求められてい
る,過去は変えられないが,「未来は自由」であ
ることを伝えた。その人は未来への希望を持ち始
めたとい う。
今回,ウ ィーンのフランクル博物館を訪れた際 ,
偶然 にも帰宅途 中のFranklの 妻エ リー氏に声を
かけられた。 まさに奇跡 !。 筆者にはエ リー氏が
われわれを待っていたのだ と思う経験であった。
Franklの 人生は苦難の連続であった。現在の
妻エ リー氏は93歳で健在であった。 Franklの 将
来の道を築いた人 (Franklの PTSDを治 した人 )
と言われている。彼は,エ リー氏 と出会ったとき,
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2冊の著書を書き上げ,生 きる意欲を喪失 してい
たそうである。Franklは 自分の凄 1参 な苦悩を語っ
たあと,「 もうこれで話は終わり。すべては終わ
り」 と言った。 Franklな りのディブ リーフィン
グだったかもしれない。その後は,「前,言った
でしょう」といって,一切をエリー氏に話さなかっ
たという。
Franklが 死の間際に,著書 「苦脳する人間」
に挟んで,エ リー氏に残 したメッセージがある。
『あなたは,苦悩する人間を愛する人間に変え
てくれました』
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